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論文の内容の要約 
 




















































て，異形根間で個根形質を比較したところ，二次成長していない fibrous root に対して，
pioneer rootは長さ，分枝数，直径が数倍から数十倍大きく，ほとんどの根が二次成長して













無菌条件下において，根を切除したナツハゼの実生苗に 3 種，4 菌株の異なるエリコイド
菌根菌を接種したところ，非接種のものと比べて fibrous rootの発生数，pioneer rootの長
さや分枝数の有意な増加がみられた．これに関して，特に pioneer root の伸長は総根長や
根乾物重の増加に繋がっていた．ラビットアイブルーベリーの挿し木繁殖時における
Oidiodendron maius Barronの接種は，当年生苗の fibrous rootの分枝数，pioneer root
の長さや分枝数を増加させ，その接種効果のあり方は根の種類により異なっていた．野外
の挿し木苗では，室内試験とは異なり，根系が十分発達して fibrous rootが優占する段階と










ゼにおいては，異なる菌株にわたって pioneer rootが fibrous rootよりも低い共生率を示す
傾向が認められたこと，ラビットアイブルーベリーでも菌を接種した場合は fibrous root
の共生率が pioneer root より有意に高まったことは，単一の菌株レベルでも異形根性と関
連したエリコイド菌根の形成パターンが存在することを裏付けている． 
本研究では，（1）ラビットアイブルーベリーの当年生挿し木苗は異形根性とそれに基づ
く根系発達様式をもち，特に hair rootよりもサイズが大きい個根が根系の骨格となってそ
の伸長が根系全体の発達に大きな影響を及ぼすこと，（2）露地栽培のラビットアイブルー
ベリーやハイブッシュブルーベリー，自生するナツハゼにも異形根性が認められ，サイズ
が小さい個根には菌根菌が高頻度で共生するのに対して大きい個根では共生の頻度が低い
という異形根性と結びついたエリコイド菌根の形成パターンが存在すること，（3）ナツハ
ゼやラビットアイブルーベリーでは，エリコイド菌根菌の接種が異形根の形態的な可塑性
に影響を及ぼし，その変化は根系全体の性質にも作用し得ることから，菌根菌の接種によ
りブルーベリーの細根系特性を制御する技術を開発できる可能性があることを初めて明ら
かにした．これらの知見はブルーベリーにおける優れた根系発達特性を有する種苗の生産
や生産現場における適切な細根管理，エリコイド菌根菌の存在を利用した持続的かつ効率
的な栽培体系の確立に資するものである． 
